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▲護摩木の炎が燃え上がる

▲下井堀青年団による銭太鼓▲井上陽水さんの名曲を歌う

▲獅子舞の奉納

　
春
の
例
大
祭
の
ご
紹
介

　

今
年
の
春
の
大
型
連
休
は
、

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日

ま
で
で
し
た
。
そ
の
間
に
村
の

行
事
や
各
地
区
で
、
例
大
祭
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
福
満
寺
春
の
例
大
祭

　

福
満
寺
で
は
、
五
月
三
日
に

例
大
祭
が
行
わ
れ
、
収
蔵
庫

（
瑠
璃
殿
）
内
の
国
指
定
重
要

文
化
財
「
薬
師
如
来
坐
像
」
な

ど
四
十
体
を
超
す
貴
重
な
像
の

拝
観
が
で
き
ま
し
た
。
村
宝
の

護
摩
堂
で
は
、
護
摩
木
（
ご
ま

き
）
を
焚
い
て
、
息
災
や
増
益

な
ど
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
四
面
）

に
よ
る
村
政
に
つ
い
て
の
講
話

で
、
村
の
財
政
状
況
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
状
況
を
、「
県
内

で
麻
績
村
は
何
番
目
」
と
い
う

よ
う
に
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
井
上
陽
水
さ
ん

の
曲
を
中
心
に
、「
井
上
風
」

の
名
前
で
介
護
福
祉
施
設
な
ど

を
慰
問
さ
れ
て
い
る
中
川
政
秀

さ
ん
（
諏
訪
市
）
に
、「
少
年

○
聖
高
原
弁
財
天
祭
り

　

聖
高
原
の
湖
畔
に
あ
る
社
の

前
で
五
月
五
日
、
弁
財
天
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
聖
民
芸
保
存

会
に
よ
る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、

関
係
す
る
地
区
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
聖
湖
が
水
不
足
や
水
害

に
な
ら
な
い
よ
う
祈
っ
て
い
ま

し
た
。　　
（
関
連
記
事
六
面
）

○
下
井
堀
天
王
社
春
の
祭
典

　

下
井
堀
地
区
で
は
、
五
月
五

日
に
下
井
堀
天
王
社
で
春
の
祭

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
大
祭

に
あ
わ
せ
地
区
の
方
が
集
ま
り
、

縁
日
が
開
催
さ
れ
、「
民
謡
民

舞
善
の
会
」
遠
藤
欣
子
さ
ん
た

ち
に
よ
る
三
味
線
と
日
本
舞
踊
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
パ
ン
食
い

競
争
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
麻
績
学
級
が

　
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

公
民
館
に
よ
る
麻
績
学
級
を

五
月
十
六
日
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
全
八
回
の
日

程
で
始
ま
り
、
初
回
は
十
七
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
塚
原
勝
幸
村
長

時
代
」
や
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
」
な
ど
の
曲
を
弾
き
語
り

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
曲
に
合
わ
せ
体
を

動
か
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
回
以
降
の
日
程
は
、
次

の
日
程
表
の
通
り
で
す
が
、
日

程
や
内
容
が
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

令和７年度「麻績学級」日程表
回 月 日 曜日 講　座　内　容 講　　　師 備　考

第 2 回 6 16 月
信州大学出前講座
・「インターネット広告に
　騙（だま）される心理」

信州大学人文学部
准教授　佐藤広英氏

第 3 回 7 19 土
自然を楽しむ
・サントリー水工場
・大町エネルギー博物館

公民館職員
・一日研修
・定員25名
・参加費あり

第 4 回 8 22 金 聖高原を知る
・麻績村聖博物館 【協力】麻績村観光課

・半日研修
・定員25名
・参加費あり

第 5 回 10 24 金
DVD 映画鑑賞
・お終活「人生100年時代
　の過ごし方」

公民館職員

第 6 回 11 13 木 災害時に役立つパッキング 麻績村社会福祉協議会
麦島恵理子氏

第 7 回 1 23 金 ニュースポーツを楽しむ
・ラダーゲッター

中信教育事務所
髙木潤一氏

第 8 回 2 20 金 ひまつぶしコンサート 池田町　中村豊氏
・表彰式
・来年度講座
　予定
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▲世代を超えてスポーツを楽しみました

　
ス
ポ
ー
ツ
激
励
賞
授
与

　

麻
績
村
体
育
協
会
は
四
月
十

六
日
、
令
和
六
年
度
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
激

励
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
育
成

を
図
る
た
め
、
県
大
会
以
上
及

び
そ
れ
に
準
じ
る
競
技
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
麻
績
村
民

に
対
し
て
、
村
体
育
協
会
が
授

与
す
る
も
の
で
す
。

　

激
励
賞
に
該
当
し
た
皆
さ
ん

と
結
果
（
敬
称
略
、
写
真
は
出
席

者
の
み
）
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◎
清
水
　
大

　

第
七
十
九
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会 

あ
き
た
鹿
角
国
ス
ポ
二
〇
二
五

（
秋
田
県
）

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

成
年
男
子
Ｃ　

優
勝

◎
黒
岩
昇
矢

　

第
四
回
全
国
少
年
少
女
空
手

道
選
抜
大
会
（
神
奈
川
県
）

小
学
校
四
年
生
男
子　

第
五
位

◎
髙
野
真
ま
る
（M

A
X

ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ T

hunder Girls 

一
号
）

　

U
SA

 T
he PE

A
K

 2025

（
東
京
都
）

【
チ
ア
ダ
ン
ス
】

Junior

編
成P

om

部
門

S
m

all B

　

第
二
位

◎
宮
下
桜
巳
都

　

第
六
十
六
回
全
国
空
手
道
選

手
権
大
会
予
選
兼
長
野
県
空
手

道
選
手
権
大
会
（
安
曇
野
市
）

小
学
生
四
年
男
子（
形
）準
優
勝

　
第
一
回
ふ
れ
す
ぽ

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　

今
年
度
で
三
年
目
と
な
る
村

民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
目
的
と

し
た
「
ふ
れ
す
ぽ
（
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
）」
の
第
一
回
を
五

月
二
十
五
日
に
村
体
育
館
で
開

催
し
、
十
二
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

今
回
行
っ
た
の
は
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
で
、
経
験
者
の
方
が
小
学

生
に
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
教
え

な
が
ら
、
交
代
で
試
合
形
式
を

と
り
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

聖 風山

男
子
個
人
（
形
）　

優
勝

み
始
め
た
。

　

若
者
向
け
の
普
通
の
小
説
だ

が
、
主
人
公
の
高
校
生
の
出
身

が
麻
績
村
の
神
社
の
子
と
い
う

設
定
で
、
通
学
に
利
用
す
る
最

寄
り
駅
も
実
際
よ
り
は
都
会
な

感
じ
の
駅
前
描
写
だ
が
聖
高
原

駅
が
出
て
く
る
。

　

作
者
自
身
は
、
三
重
県
の
出

身
で
大
学
も
京
都
と
紹
介
さ
れ

て
い
て
長
野
県
に
ゆ
か
り
が
あ

る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。

　

な
ぜ
麻
績
村
か
ら
始
ま
っ
た

の
か
、
作
者
に
聞
い
て
み
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
主
人
公
の
名
前

や
、
内
容
が
呪
術
の
話
で
京
都

と
も
繋
が
り
が
出
て
く
る
こ
と

か
ら
、
村
の
歴
史
を
し
っ
か
り

と
取
材
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
良

く
わ
か
る
。

　

麻
績
村
が
舞
台
に
な
る
小
説

は
珍
し
い
と
思
う
の
で
気
に
な

る
方
は
、
お
み
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
の
で
ど
う
ぞ
。

　

小
学
校
の
読

書
週
間
中
、
同

僚
の
お
勧
め
で

『
京
都
く
れ
な

ゐ
荘
奇
譚
』
白

川
紺
子
著
・
Ｐ

Ｈ
Ｐ
出
版
社
の

シ
リ
ー
ズ
を
読

◎
黒
岩
千
隼

　

第
二
十
九
回
長
野
県
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会（
佐
久
市
）

◎
宮
下
椋
聖
（
松
本
ヴ
ィ
ガ
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

　

長
野
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
第
四
十
四
回
全
国
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
（
軽
井

沢
町
）

県
大
会
男
子　

優
勝

◎
宮
下
愛
梨
（
豊
科
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）

　

長
野
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
第
四
十
四
回
全
国
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
（
軽
井

沢
町
）

県
大
会
女
子　

準
優
勝
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飾
り
の
付
い
た
袈
裟
、
ほ
ら
貝

を
持
っ
て
山
に
こ
も
り
修
行
を

し
た
人
た
ち
で
す
。
開
祖
は
役

小
角
（
え
ん
の
お
ず
ぬ
）。
福

満
寺
自
体
も
小
角
が
開
い
た
と

の
伝
説
が
あ
る
と
か
。「
南
総

里
見
八
犬
伝
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
小
説
に
登
場

す
る
奈
良
時
代
の
超
能
力
者
、

小
角
が
修
行
し
た
か
も
し
れ
な

い
場
所
と
思
っ
て
み
る
の
も
楽

し
い
で
す
。

　
か
か
し
作
り
や

　
田
植
え
を
体
験

　

第
一
回
麻
績
村
ミ
ラ
イ
カ
イ

ギ
が
、
五
月
十
七
日
と
十
八
日

に
麻
績
村
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
催
の
「
サ
ト
ヤ
マ
ミ
ラ
イ

カ
イ
ギ
」
は
、
人
や
思
い
を
次

世
代
に
「
ツ
ナ
グ
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
内

連
携
・
地
域
づ
く
り
の
全
国
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
参
加
者

は
か
か
し
作
り
、
田
植
え
体
験

や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
ま
き
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
八
日
の
手
植
え
に
よ
る
田

植
え
体
験
で
は
、
ど
う
し
て
も

　
聖
湖
に
太
公
望
が

　
集
ま
っ
た

　

第
三
十
五
回
聖
湖
へ
ら
鮒
釣

り
大
会
が
五
月
十
八
日
、
聖
湖

で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
七

十
二
人
の
太
公
望
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

霧
で
聖
湖
が
真
っ
白
で
あ
っ

た
早
朝
か
ら
、
午
後
二
時
の
納

竿
ま
で
の
長
時
間
、
湖
面
に
釣

り
糸
を
垂
ら
し
て
釣
果
を
競
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
で
す
。

　
一
般
の
部

優　

勝 

笹
井
知
道
（
埼
玉
県
）

12
・
20
㎏

準
優
勝 

熊
谷
英
樹
（
飯
田
市
）

11
・
20
㎏

第
三
位 

片
桐　

毅
（
山
ノ
内
町
）

10
・
80
㎏

第
四
位 

岩
原
孝
博
（
岡
谷
市
）

10
・
00
㎏

第
五
位 

八
田
次
雄
（
長
野
市
）

9
・
20
㎏

第
六
位 

掛
川　

亨
（
上
田
市
）

8
・
90
㎏

第
七
位 

千
葉　

工
（
茅
野
市
）

8
・
70
㎏

第
八
位 

松
本　

学
（
茅
野
市
）

8
・
50
㎏

第
九
位 

三
枝　

豊
（
山
形
村
）

8
・
40
㎏

第
十
位 

丸
山
仁
史
（
長
野
市
）

8
・
20
㎏

　
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

優　

勝 

佐
鳥
洋
子
（
埼
玉
県
）

2
・
80
㎏

▲収蔵庫内には国指定重要文化
　財「薬師如来坐像」などの貴
　重な文化財が並ぶ ▲福満寺「護摩堂」

▲貴重な手植えでの田植え体験

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優　

勝 

久
保
田
千
翔
（
千
曲
市
）

6
・
80
㎏

　
大
型
賞

優　

勝 

塩
入
真
一
（
上
田
市
）

39
・
00
㎝

　
上
町
区
で

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

上
町
区
は
「
根
尾
入
口
バ
ス

停
」
近
く
の
空
き
地
で
五
月
十

八
日
、
地
区
役
員
が
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
を
植

え
て
、
空
き
地
を
花
壇
に
し
、

花
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
し
た
。

▲朝方は霧で真っ白！

▲きれいな花壇になりました

　「
麻
績
か
る
た
」

　
～
麻
績
村
ト
リ
ビ
ア
～

そ
僧
侶
ら
が

　

修
験
に
励
ん
だ

　

福
満
寺

　

日
向
地
区
の
福
満
寺
と
い
え

ば
、
重
要
文
化
財
の
仏
像
を
何

体
も
収
蔵
し
て
い
る
お
寺
で
す

が
、
も
と
も
と
は
天
台
密
教
の

修
験
寺
院
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

修
験
者
と
い
え
ば
白
装
束
に
房

曲
が
っ
て
し
ま
い
な
が
ら
も
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
植
え
て
い

ま
し
た
。
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▲記録更新！

▲立派な先輩として

▲大切な思い出になりました

▲がんばりました

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
日
目
の
奈
良

で
す
。
奈
良
で
は
法
隆
寺
と
東

大
寺
で
柱
の
穴
く
ぐ
り
を
皆
で

で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
鹿
に
噛
ま
れ
て

ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
修
学
旅
行
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
先
生
達
や
ガ
イ

ド
さ
ん
た
ち
に
ク
ラ
ス
か
ら
上

手
く
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
修
学
旅

行
の
思
い
出
を
ず
っ
と
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
麻
績
っ
子
ら
し
く
、
野
山
を

駆
け
巡
る
よ
う
に
、
笑
顔
で
走

り
抜
き
ま
す
！
」
と
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
掲
載
。
青
空
の
下
、
麻

績
小
学
校
の
代
表
と
し
て
、
一

人
一
・
二
㎞
、
四
名
で
四
・
八

㎞
を
走
り
切
り
ま
し
た
。
襷
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
思
い
合
い
、

そ
し
て
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
小
学
生
と
一
緒
に
走
る
こ

と
で
鍛
え
合
い
、
全
員
が
自
己

記
録
を
大
幅
に
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
応
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校

　
先
輩
に
な
っ
て

　
頑
張
り
た
い
こ
と

二
年
　
岩
永
　
康
介

　

僕
は
中
学
二
年
に
な
り
、
先

輩
と
し
て
後
輩
を
支
え
る
立
場

に
な
り
ま
し
た
。
僕
が
頑
張
り

た
い
こ
と
は
、
後
輩
が
学
校
生

活
を
楽
し
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
勉
強

や
部
活
で
困
っ
て
い
る
後
輩
に

や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

い
で
す
。
特
に
吹
奏
楽
部
で
は

ま
だ
一
年
生
が
入
部
し
た
ば
か

り
な
の
で
、
自
分
の
経
験
を
生

麻
績
小
学
校

　
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝

　
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
！

　

四
月
二
十
六
日
、
第
二
十
回

長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅

伝
競
走
大
会
が
、
や
ま
び
こ
ド

ー
ム
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会
等
の
結
果
を
参
考
に
、
希

望
者
を
あ
つ
め
、
六
名
の
メ
ン

バ
ー
で
練
習
に
取
り
組
み
、
出

場
し
ま
し
た
。
練
習
は
、
四
月

ま
だ
肌
寒
い
始
業
前
に
学
校
周

辺
の
練
習
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し

た
。
自
己
記
録
の
更
新
を
目
標

に
、
先
生
が
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

に
な
る
な
ど
、
走
る
こ
と
を
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

か
し
て
楽
し
く
教
え
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
注
意
す
べ
き
こ

と
も
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
先
輩
で
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
二
つ
を
目
標
に
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
待
ち
望
ん
で
い
た

　
修
学
旅
行

三
年
　
池
田
レ
ニ
ッ
ク
ス

　

四
月
十
日
水
曜
日
、
僕
達
は

麻
績
村
を
出
発
し
、
三
日
間
の

修
学
旅
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
年
の
頃
か
ら
計
画
を
立
て
始

め
て
い
た
こ
の
修
学
旅
行
で
僕

は
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ

元
気
通
信
! !
　
今
月
の
小
・
中
学
校
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じ
］
興
福
寺
三
重
塔
、
東
大
寺

法
華
堂
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮

な
ど
の
弁
財
天
が
有
名
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
当
初
寺
で
仏
像

と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

　
仏
像
の
ク
ラ
ス
分
け
と

　
弁
財
天

　

仏
像
の
ク
ラ
ス
分
け
は
、
悟

り
を
開
い
た
最
高
位
の
仏
像
が

如
来
で
、
菩
薩
・
明
王
・
天
部 

・
諸
尊
の
五
種
に
大
別
さ
れ
る
。

「
天
」
は
、
日
本
で
イ
ン
ド
の

神
々
を
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ

た
。

　

護
法
神
が
「
天
部
」
に
分
類

さ
れ
、
本
来
は
天
界
に
住
む
の

で
「
天
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

代
表
的
な
仏
像
は
、
金
剛
力

土
（
仁
王
）・
四
天
王
・
大
黒

天
な
ど
十
四
仏
に
及
び
、
形
や

役
割
分
担
も
様
々
で
、
多
く
が

奇
怪
な
姿
の
仏
像
が
多
い
。

　

弁
財
天
は
「
天
」
に
属
し
、

天
女
形
に
つ
く
ら
れ
、
天
衣
を

ま
と
い
、
琵
琶
を
手
に
す
る
姿

が
お
お
い
。

　
弁
財
天
の
役
割

　

水
神
・
河
の
神
・
農
業
の
神

と
さ
れ
、
江
ノ
島
・
厳
島
・
聖

湖
・
四
阿
屋
山
北
参
道
な
ど
水

辺
や
水
源
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
音
楽
や
知
恵
神
で
も
あ
る
。

　
仏
か
ら
神
に

　
七
福
神
と
な
る

　

鎌
倉
時
代
頃
か
ら
、
民
間
の

信
仰
が
広
ま
り
、「
財
富
」
が

強
調
さ
れ
、
弁
「
才
」
天
が
、

弁
「
財
」
天
と
な
り
、
七
福
神

の
構
成
神
と
な
る
。

　

ち
な
み
に
七
福
神
は
、
弁
財

天
、
恵
比
寿
大
神
・
大
黒
天
・

毘
沙
門
天
・
布
袋
尊
・
寿
老
人 

・
福
禄
寿
で
あ
る
。

　

県
下
で
は
、「
飯
山
七
福
神
」

め
ぐ
り
が
あ
る
。

　
聖
湖
畔
の
弁
財
天

「
麻
績
村
石
造
文
化
財
」
に
よ

れ
ば
、
石
祠
・
年
代
不
明
、
九

〇
㎝
×
五
十
㎝
石
祠
の
中
に
弁

財
天
（
丸
形
立
像
）
と
あ
る
が
、

現
在
は
木
造
の
社
殿
鳥
居
が
調

い
神
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
務
大
臣
増
田
甲
子
七
謹
書

の
「
弁
財
天
」
の
扁
額
が
奉
額

さ
れ
て
い
る
。

　

増
田
甲
子
七
【
明
治
三
十
一 

（
一
八
九
八
）
～
昭
和
六
十
二

（
一
九
八
七
）
年
】
は
、
旧
坂

北
村
出
身
で
あ
る
。
昭
和
二
十

二
（
一
九
四
七
）
年
衆
議
院
議

員
に
初
当
選
、
吉
田
内
閣
の
運

輸
・
労
働
・
国
務
（
兼
）
建
設

大
臣
・
官
房
・
北
海
道
開
発

庁
・
賠
償
庁
長
官
を
、
佐
藤
内

閣
の
防
衛
庁
長
官
を
勤
め
た
。

　

鳥
居
に
は
、
額
束
に
「
聖
辨

弁
天
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
社
殿
と
鳥
居
が
調
っ
た
神

社
建
築
で
あ
る
。

　

由
緒
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、

筑
北
郷
土
誌
研
究
会
機
関
誌
・

会
誌
第
十
一
号
・
特
集
「
曼
荼

羅
の
里
」
に
よ
れ
ば
、
信
州
新

町
の
牧
の
島
城
主
芦
川
道
水
の

一
子
道
長
と
婚
約
し
て
い
た
麻

績
城
主
の
深
雪
姫
が
理
由
は
定

か
で
は
な
い
が
、
結
ば
れ
ず
、

悲
し
み
の
あ
ま
り
「
ば
ん
ば
の

池
」
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
。

　

弁
才
天
の
よ
う
に
美
し
い
弁

天
姫
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
下
流
の
里
人

が
堂
宇
を
築
き
、
池
の
守
護 

神
弁
才
天
を
祀
っ
た
の
だ
と
い

う
。

　

戦
国
時
代
の
悲
し
い
で
き
ご

と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
聖
湖
の
水
の
恩
恵

を
受
け
る
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
祭

り
と
水
路
の
手
入
れ
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。

次
号
に
続
く

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

（
そ
の
六
）

　
聖
湖
畔
の
弁
財
天

　
は
じ
め
に

　

聖
湖
畔
の
東
岸
に
弁
財
天
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

　

例
年
五
月
五
日
に
聖
湖
の
水

の
恩
恵
を
受
け
る
関
係
地
区
の

氏
子
さ
ん
に
よ
っ
て
例
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

麻
績
村
で
は
、
数
少
な
い
神

様
で
あ
る
。

　

弁
財
（
才
）
天
信
仰
つ
い
て

推
考
す
る
。

　
弁
財
天
と
は

　

本
名
は
「
弁
才
天
」［
べ
ん

ざ
い
て
ん
］、
通
称
は
「
弁
天

さ
ま
」、「
弁
財
天
」
と
し
て
人

気
の
あ
る
神
仏
で
あ
る
。

　

古
代
イ
ン
ド
の
三
代
女
神
の

一
神
で
、
サ
ラ
ス
パ
テ
ィ
と
い

う
河
の
神
で
、
水
神
・
農
業
神

だ
と
い
う
。
河
の
流
れ
の
音
か

ら
、
音
楽
・
弁
舌
の
神
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
神
が
仏
に

　

日
本
で
の
信
仰
は
、
奈
良
時

代
か
ら
だ
と
い
う
。

　

奈
良
の
元
興
寺
［
が
ん
こ
う

麻
績
の
神
社
と	

	
薙
鎌
信
仰
に
つ
い
て

　
麻
績
村
の
弁
財
天
信
仰

「
麻
績
村
石
造
文
化
財
」【
昭 

和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
発

行
】
に
よ
れ
ば
、
聖
湖
畔
・
雀

木
（
頭
無
）・
一
本
松
峠
・
四

阿
屋
山
矢
倉
参
道
室
沢
山
中
に

祀
ら
れ
て
い
る
。

▲弁財天

▲ 5/5 聖高原弁財天祭り
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村
民
作
品
展

　

図
書
館
正
面
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
、
小
学
生
の
田
原
佐
和
乃
さ

ん
（
天
王
）
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

「
と
り
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」

と
題
し
た
、
色
鮮
や
か
で
可
愛

ら
し
い
作
品
が
玄
関
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
頃
か
ら
絵
を
描
く

こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う

佐
和
乃
さ
ん
。
図
書
館
で
借
り

た
鳥
の
赤
ち
ゃ
ん
図
鑑
を
じ
っ

く
り
と
見
な
が
ら
、
メ
ジ
ロ
・

ペ
ン
ギ
ン
・
カ
ワ
セ
ミ
・
シ
マ 

エ
ナ
ガ
・「
世
界
一
美
し
い
鳥
」

と
言
わ
れ
る
ケ
ツ
ァ
ー
ル
を
描

い
た
そ
う
で
す
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
本
や

映
画
で
知
り
、
カ
ラ
フ
ル
で
キ

ラ
キ
ラ
、
そ
し
て
色
づ
か
い
に

と
て
も
魅
力
を
感
じ
、
自
分
で

も
描
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

だ
と
か
。
鳥
の
絵
と
と
も
に
植

物
や
花
も
、
細
か
く
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

来
館
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

「
色
合
い
が
と
て
も
素
敵
だ
ね
」、

「
小
さ
く
印
刷
し
て
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
に
し
て
欲
し
い
な
」
な
ど

と
話
し
な
が
ら
、
作
品
を
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
お
手
元
に
作
品
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
図
書

館
で
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

絵
画
、
写
真
、
工
芸
な
ど
、

作
品
の
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
お
み
図
書
館
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
児
童
の

　
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

六
月
か
ら
児
童
の
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

に
本
を
読
み
始
め
る
姿
が
多
数

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
家
庭
で

も
静
か
な
部
屋
で
本
に
親
し
む

時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方

に
と
っ
て
も
、
親
子
ふ
れ
合
い

の
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

こ
こ
で
、
職
員
に
よ
る
お
薦

め
本
（
思
い
出
の
本
・
大
好
き

な
本
）
を
何
冊
か
紹
介
し
ま
す
。

　
も
も
こ
の
二
十
一
世
紀
日
記

か
し
く
て
、
先
生
も
小
学
六
年

生
の
頃
に
は
ま
っ
て
、
ニ
ヤ
ニ

ヤ
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

　
ペ
レ
の
あ
た
ら
し
い
ふ
く

▲どれも、かわいい…！
　色も素敵だよね

▲個性あふれる作品たちが
　お待ちしています

▲夢中で読んでいます！

Ｅ．ベスコフ 作・絵
福音館書店

来館者数	 370人
貸出冊数	 770冊
ご来館ありがとう
ございます。

４月の図書館

　

本
館
の
特
色
を
活
か
し
、
図

工
の
時
間
に
作
成
し
た
児
童
作

品
を
、
広
く
村
民
の
方
に
も
ご

鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

作
品
は
、
入
れ
替
え
な
が
ら

継
続
し
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

小
学
生
の
瑞
々
し
い
感
性
で

描
か
れ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

　
麻
績
小
学
校
図
書
館
便
り

　
読
書
週
間
、
実
施
！

　

五
月
十
二
日
～
十
六
日
、
読

書
週
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
読
書
週
間
は
、
読
書 

の
習
慣
化
に
重
点
を
置
き
、

「
毎
日
続
け
て
二
十
～
三
十
分

は
読
書
を
し
よ
う
」
の
め
あ
て

の
も
と
、
個
別
に
具
体
目
標
を

決
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

朝
読
書
の
時
間
に
は
、
時
間

前
か
ら
本
を
用
意
し
て
、
静
か

　

皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
「
ち

び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
作
者
の

本
で
す
。
何
だ
か
ま
ぬ
け
で
お

　

こ
の
本
は
自
分
の
子
羊
を
も

つ
男
の
子
が
、
新
し
い
洋
服
を

作
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人

の
手
を
借
り
て
、
自
分
の
力
で

新
し
い
洋
服
を
手
に
入
れ
る
お

話
で
す
。
男
の
子
の
た
く
ま
し

さ
と
世
の
中
の
仕
組
み
が
素
敵

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

優
し
い
絵
が
と
て
も
素
敵
で

す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
奥
コ
ー
ナ
ー
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

さくらももこ 著
幻冬舎
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全
国
一
斉
不
動
産

　
表
示
登
記
無
料
相
談
会

（
松
本
会
場
）

　

土
地
家
屋
調
査
士
が
不
動
産

に
関
す
る
ご
相
談
に
お
応
え
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
、
自
分
の

土
地
の
面
積
を
知
り
た
い
、
建

物
に
関
す
る
登
記
等
の
悩
み
、

お
隣
と
の
境
界
を
確
認
し
た
い

な
ど
で
す
。

　

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

七
月
二
十
六
日
（
土
）

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　

四
時
三
十
分
ま
で

（
受
付
は
、
午
後
四
時
ま
で
）

　

相
談
時
間
は
、
一
件
に
つ
き

三
十
分
ま
で

会　

場

　

松
本
市
中
町
・
蔵
シ
ッ
ク
館

　

〒
三
九
〇-

〇
八
一
一

　

松
本
市
中
央
二-

九-

一
五

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

中
信
支
部

　

☎
三
六-

一
五
九
〇

　

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
（
金
曜
日

は
正
午
ま
で
、
祝
祭
日
を
除

く
）

　
上
級
救
命
講
習
会
開
催

　

突
然
の
事
故
や
急
病
時
へ
の

対
応
と
し
て
、
高
度
な
応
急
手

当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
心
肺
蘇
生

法
（
成
人
・
小
児
・
乳
児
）、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法
、

骨
折
や
け
が
の
応
急
手
当
、
異

物
除
去
法
な
ど
、
八
時
間
の
実

践
的
な
講
習
を
行
い
、
修
了
後

に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
、
以
前
に
受
講

さ
れ
た
方
も
参
加
可
能
で
す
。

筆
記
・
実
技
試
験
に
よ
り
、
知

識
と
技
術
が
身
に
つ
き
ま
す
。

身
近
に
あ
る
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

七
月
十
九
日
（
土
）

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会　

場

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

　

第
三
・
四
研
修
室

定　

員　

三
十
名

対　

象　

中
学
生
以
上

受　

付

　

六
月
十
九
日
（
木
）
か
ら
受

付
開
始
で
、
次
の
申
込
先
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

麻
績
消
防
署

　

☎
六
七-

二
九
九
二

　

明
科
消
防
署

　

☎
六
二-

二
九
九
二

　
放
送
大
学
入
学
生

　
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
十
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
八
万
四
千
人

以
上
の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や

学
び
の
楽
し
み
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
三
百
以
上
の
授
業
項
目

が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
一
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

第
一
回
の
出
願
期
間
は
、
六

月
十
日
（
火
）
か
ら
八
月
二
十

九
日
（
金
）
ま
で
、
第
二
回
は
、

八
月
三
十
日
（
土
）
か
ら
九
月

十
一
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

資
料
は
無
料
で
、
請
求
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

放
送
大
学

　

長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
〇
二
六
六-

　
　

五
八-

二
三
三
二

　
ご
冥
福
を
祈
る

宮
下　

森
雄　

91
歳　

梶　

浦

井
口　

龍
子　

86
歳　

横　

辻 ▲庭に咲いたクマガイソウ

　

投
稿
記
事
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
身
近
な
話
題
で
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
投
稿
記
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
を
育
て
る

　

我
が
家
の
庭
に
、
今
年
も

「
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
」
が
咲
い
た
。

こ
の
山
野
草
は
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
た
ラ
ン
科
の
多
年
草

で
、
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ
る

と
新
聞
で
知
っ
た
。

　

私
の
家
の
庭
の
土
に
ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ
が
適
し
て
い
る
よ
う
で
、

日
陰
に
な
る
よ
う
に
気
を
使
っ

て
い
る
が
、
肥
料
な
ど
は
与
え

て
い
な
い
。
庭
に
咲
い
て
か
ら

四
十
年
余
り
が
経
つ
が
、
す
こ

し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
毎
年
こ

の
季
節
に
花
が
咲
く
こ
と
を
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

私
の
生
き
が
い
の
ひ
と
つ
だ
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
虎
の
尾
）

み
ん
な
の
広
場


